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Revisions of Japanese seismic provisions in codes

2011 Tohoku-chiho 
Taiheiyo-oki Earthquake

III 
1981 ～ 

*BSL : Building Standard Law

I  
～ 1971

( Prevention of column shear failure )
Amendment of BSL  Enforcement Order

 1968 Tokachi-oki Earthquake

II 
～ 1981

 Amendment of BSL Enforcement Order
( The “shin-taishin”, new standard  )

 1978 Miyagiken-oki Earthquake

2000 Amendment of BSL Enforcement 
Order
( Performance based criteria introduced )

1995 Hyogo-ken Nambu Earthquake

Act on Promotion of Seismic 
Retrofitting of Existing Buildings

( Effectiveness of the 1981 revision was confirmed )

( To urge building owners to retrofit existing vulnerable buildings )
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Reconnaissance Team

• S. Tajiri (the Univerisity of Tokyo)

• F. Kusuhara (the University of Tokyo)

• T. Kabeyasawa (Metropolitan University of Tokyo)

• Trivedi Shubham (Graduate student)

• Hu Hun-Feng (Graduate student)

Two day preliminary reconnaissance 

on April 16 & 17. 



Reconnaissance Route
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調査日：2016 年 4 月 16 日（土） 
調査者：田尻、楠原、Shubham、胡（東大）、壁谷澤（首都大） 
調査概要：熊本市を中心とする RC 造被害建物の調査 
調査行程 

 

行程（福岡~） 

 

行程（熊本周辺） 
 
 
  

Day1: April 16, 2016
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調査日：2016 年 4 月 17 日（日） 
調査者：田尻、楠原、Shubham、胡（東大）、壁谷澤（首都大） 
調査概要：熊本市、益城町を中心とする RC 造被害建物の調査 
調査行程 

 
4/17 行程（益城町，熊本市） 
 
  

Day 2: April 17, 2016

Kumamoto City Kumamoto City and Mashiki Town



Day 1:   RC 7-story  Residential Bldg (1974)   Collapse  Soft First Story
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① 第２京町台ハイツ 
住所 熊本県熊本市西区出町 

設計 1974 年 
〇 ７階建てピロティ建築物で 張間方向が南北方向 
〇 桁行方向６スパン，張間方向４スパンのＬ字型平面建築物，スパン長さは 6.5m，2階階高 2.75m 
〇 1 階柱断面 600×600mm, 片側配筋 2-D25+D22，せん断補強筋 φ13@100 
〇 2 階梁主筋 4-D25, せん断補強筋φ8@200 
〇 桁行の南北ピロティ 4 スパン，張間の西ピロティ 4 スパンの柱頭ヒンジができ軸崩壊。 
〇 2 階より上層では雑壁にせん断ひび割れが見られる。 
〇 1 層に方立壁・袖壁の取り付く東構面では方立壁の損傷が見られるものの柱の損傷は少ない。 
〇 桁行方向張間方向の方立壁せん断ひび割れが１方向に生じていた。 
〇 周辺に墓地があり南北方向に墓石が転倒している。 
 

    
写真 1.1 建物南構面外観      写真 1.2 建物東構面外観 

 

   
写真 1.3 北東ピロティ構面     写真 1.4 北構面に取り付く直交梁 

 

3 
 

① 第２京町台ハイツ 
住所 熊本県熊本市西区出町 

設計 1974 年 
〇 ７階建てピロティ建築物で 張間方向が南北方向 
〇 桁行方向６スパン，張間方向４スパンのＬ字型平面建築物，スパン長さは 6.5m，2階階高 2.75m 
〇 1 階柱断面 600×600mm, 片側配筋 2-D25+D22，せん断補強筋 φ13@100 
〇 2 階梁主筋 4-D25, せん断補強筋φ8@200 
〇 桁行の南北ピロティ 4 スパン，張間の西ピロティ 4 スパンの柱頭ヒンジができ軸崩壊。 
〇 2 階より上層では雑壁にせん断ひび割れが見られる。 
〇 1 層に方立壁・袖壁の取り付く東構面では方立壁の損傷が見られるものの柱の損傷は少ない。 
〇 桁行方向張間方向の方立壁せん断ひび割れが１方向に生じていた。 
〇 周辺に墓地があり南北方向に墓石が転倒している。 
 

    
写真 1.1 建物南構面外観      写真 1.2 建物東構面外観 

 

   
写真 1.3 北東ピロティ構面     写真 1.4 北構面に取り付く直交梁 

 



4 
 

    
写真 1.5 北構面で損傷したピロティ柱     写真 1.6 南構面に損傷したピロティ柱 

 
  

Day 1:   RC 7-story  Residential Bldg (1974)   Collapse  Soft First Story



Day 1:   RC 7-story  Residential Bldg (1980)   Moderate Damage
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3. スカイハイツ熊本 
スカイハイツ熊本 C 棟 

RC 㐀 7 階 

1980 年 09 月 

 

 

写真３．１                     写真３．２ 

外観、不規則 

 

写真３．３駐車場（ブレスある） 
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スカイハイツ熊本 C 棟 

RC 㐀 7 階 

1980 年 09 月 

 

 

写真３．１                     写真３．２ 
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Day 1:   RC 14-story  Residential Bldg (1980)   Moderate Damage
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5. サーパスシティ熊本 

  
 外観 雑壁のせん断破壊 

  
 雑壁のせん断破壊 方立壁のせん断破壊 
 

  
 Exp.J の損傷 Exp.J の損傷 
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Day 1:   RC 3-story  Office Bldg (approx. 1965)   Collapse at 1st story
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6. 熊本三菱自動車 

  
 西側立面 南側立面 

  
 北側立面 東側立面 

  
 東面北側損傷状況 東面西側損傷状況 
 

  
 東面中央部損傷状況 軸崩壊柱 
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Day 1:   RC 5-story  Office Bldg (approx. 1965)   Collapse at 4th story



Day 1:   RC 5-story  Office Bldg (approx. 1965)   Collapse at 4th story
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7. 宇土市役所 
・立ち入り禁止のため外観のみ調査 
・RC 㐀 5 階建て 
・2×2 スパン 
・4 階が層崩壊 
・西面および南面の 3，4 階柱頭の十字形柱梁接合部の破壊 
・はね出しスラブ先端のマリオンの破壊，脱落 
・築 50 年以上で，平成 15 年度の耐震診断で「震度 6 強程度の地震で大きな被害を受ける可能性

が高い」との判定だったとのこと（産経ニュース 2016.4.16 14:30） 
・敷地南側角に K-NET 宇土（KMM008）観測点 
 

  
南西側より全景    4 階の層崩壊 

  
南側 4 階柱頭柱梁接合部の破壊  南側 3 階柱頭柱梁接合部の破壊 
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Day 1:   RC 11-story  Residential Bldg  Minor damage
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9. ＵＲ都市機構世安町団地 

z 11 Floor residential building 
z Cracks observed in walls on the first floor 
 

 
Picture – 1: Cracks observed on the first floor between the door and the windows 

 
Picture – 2: Cracks in the similar orientation at a different location 
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1. 益城町役場 
 

  
 東側外観 南側外観 
 

  
 渡り廊下被害 渡り廊下外端柱頭損傷 
 

  
 渡り廊下外端柱脚損傷 周辺地盤変状 
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Day 2:   RC 5-story  Fire department training facility  (1998) Severe damage
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3. 益城西原消防署 訓練棟 
・平成 10 年築 
・5 層，1～2 階：1×2 スパン，3 階以上：1×1 スパン（スパン長 5m） 
・3 階以上は純フレーム構造（外壁は乾式） 
・柱断面：600×600(mm)，梁せい 680(mm) 
・3・4 階の残留変形が大きく西側に大きく傾いている。 
・3 階柱脚，4 階（3 階柱頭）柱梁接合部，5 階（4 階柱頭）柱梁接合部の破壊が顕著 
・署員の話では，4/14 の前震で 3 階西側の柱の柱脚で剥落，東側の柱の柱脚でひび割れと

わずかに剥落が見られ，4/16 未明の本震で 3 階柱脚の剥落が激しくなり，傾きが見てわか

るようになったとのこと 
 

  
 北側全景   3 階柱脚 

  
4 階柱梁接合部（南側より望む）  5 階柱梁接合部（南側より望む） 
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Day 2:   RC 3-story  School bldg  (1981)   Seismic Retrofitted
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6.木山中 
住所 熊本県上益城郡益城町寺迫１０９０ 
年代 本校舎 1981 年 
 
(渡り廊下) 
〇並列する２棟の本校舎をつなぐ２階建て鉄筋コンクリート造渡り廊下２棟について支持

する１階長柱が柱頭柱脚で曲げ破壊し，直交方向に大きく変形している。 
〇傾斜角は東棟で 1/17, 西棟で 1/5 程度であった。 
〇渡り廊下は 1×3 スパン，桁行スパン長さ 5m, 張間スパン長さ 2.5m, EXP.J 端部までの

距離 1.3m，柱内法長さは中央構面で 3m，端部構面で 2.8m であった。 
〇長柱断面は 700×440mm，引張鉄筋主筋は 3-D19, せん断補強筋は D10@100 
(本校舎) 
〇本校舎棟は鉄骨ブレース(H-250)により補強されており，雑壁等にせん断ひび割れが見ら

れるほか，鉄骨ブレース周囲のモルタル目地にひび割れが見られた。 
(体育館) 
〇敷地東に位置する２階建て鉄骨造体育館の２階部分のブレースがいずれも座屈している。 
〇X 字型ブレースは 75×75mm の山形アングルブレース 
〇桁行スパン 6 スパンうち 4 スパンにブレースが設けられる。スパン長さと高さは 5.5m 
 

  
写真 6.1 本校舎外観     写真 6.2 渡り廊下東棟外観 
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写真 6.3 渡り廊下東棟の外観    写真 6.4 渡り廊下東棟の傾斜 

 

  
写真 6.5 渡り廊下東棟の外観    写真 6.6 渡り廊下東棟の傾斜 

 

   
写真 6.7 体育館内部外観    写真 6.8 ブレース座屈 写真 6.9 渡り廊下１階柱頭 

 
  



Day 2:   RC 4-story  Commercial bldg  (1981) Collapse
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12. しらゆり会館 
住所 熊本県熊本市東区錦ヶ丘 34-23  

 
〇 鉄筋コンクリート造 4F+1PH の建築物であり，様々なテナントが入る雑居ビル 
〇 ４×１スパンであり，1981 年に竣工されている。 
〇 ２構面が壁構面，残り２構面が長柱で構成されている。 
〇 桁行構面の２本の長柱が柱頭段落とし部でせん断破壊し一部軸変形している。 
〇 偏心により大きく柱構面が大きく変形し損傷したと考えらえる。 
〇 柱断面は 700×650mm，D22 が桁行方向に 5 本(または 7 本)，張間方向に 4 本配置 
〇 柱の内法長さは 2500mm，柱のせん断補強筋はφ13@100 
〇 張間構面の梁はせん断破壊を伴っている。 
〇 せん断破壊した梁断面は 900×300mm, 主筋は 4-D22, 肋筋はφ13@200 
〇 壁構面にもせん断ひび割れが見られた。 
 

  
写真 12.1 建築物外観     写真 12.2 長柱柱頭段落とし部の破壊 

 

  
写真 12.3 はり端せん断破壊     写真 12.4 壁構面のせん断ひび割れ 
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Day 2:   RC 6-story  Commercial & Residential Comlex  (1970) Collapse
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13. 鮮ど市場 

  
 南側外観（1 階が落階？） 西側外観（2 階が層崩壊？） 
 

  
 1 階店舗内の様子（上階落下） 梁せん断破壊 
 
・1970 年築 
・RC 造 6 階建て、共同住宅＋1 階店舗 
・1 階 or2 階層崩壊 
・本震で崩壊 
・老朽化のため、建て替えを予定しており、住民は退去済みであった。 
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Day 2:   RC 5-story  Commercial & Residential Complex  (1977) Collapse
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14. 安武商店 
・昭和 52 年定礎 
・RC 造 5 階建て（2 階の階高 2.85m） 
・1 階が事務所，2 階以上は共同住宅 
・桁行 4 スパン（スパン長 8m）で両妻面に RC 造の外部階段 
・柱断面 700×700(mm)（隅柱，躯体寸法） 
・柱主筋 D29，桁行方向の引張鉄筋が 5 本 
・帯筋 9φ＠100 
・1 階で層崩壊 
・住民の話では本震（4/16）で倒壊し，1 階の柱，壁が 2 階の床を突き抜けているとのこと 
 

  
全景     1 階が層崩壊 

 
妻面の階段室の壁 
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全景     1 階が層崩壊 

 
妻面の階段室の壁 
 
  



Day 2:   RC 3-story  Dental Office Collapse
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15. 千場歯科 
 

  
 南東側外観 応急危険度判定結果（危険） 
 

  
 西側柱圧壊 東側柱圧壊 
 

 
向いは河川 

 
・建設年不明 
・RC 造地上 3 階建て＋塔屋 1 階、1×2 スパン 
・1 階は駐車場とエントランスでピロティ形状 
・東側構面に壁が偏在 
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Concluding Remarks
• 42 dead  (as of April 19, building collapse, land slide)

• 110,000 displaced

• Most of the collapsed RC buildings are old ones. 

• Minor damage to non-structural RC wall were to be easily 
found along the reconnaissance route

• Number of collapsed RC building could be more than that 
found by the two-day reconnaissance


